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2002年にエイムズは、インド宇宙研究機関（ＩＳＲＯ）と提

携して、ケーララ州で初めての遠隔医療センターを設

立しました。医療情報は、通信衛星を通じて遠く離れた

センターから送信されます。現時点では、インド国内で

36ヶ所あるセンターが相互につなげられています。エイ

ムズでは高機能をそなえ、衛星を通じて起動する遠隔

医療バスを運用しています。この、乗り合いバスと同じ広

さのバスには、レントゲンと心電測定のための設備、病

理検査室が備えられています。へき地においても最新技

術をもちいた診療が可能になります。M.A.マートでは、シ

ャバリマラ、アムリタプリ、およびアンダマン諸島をふくむ

津波救援活動の現場に出張診療所を設けています。

プライマリ・ヘルス・ケアの訓練プログラム
（コーチ市）

エイムズ医学学校の地域医療科では、「学生による地域での分かち合い、

観察、参加、行動」を推進するという内容の、革新的な教育方針「SOPAL」

を通して献身的な医師への育成をおこなっています。この科では数百名の

少数民族の人々を医療補助員として育成し、そのために当校で診療の基

礎を学んでもらっています。逆に地域医療科の学生と講師たちは訓練生達

の村へおもむき、必要な診療を実施します。コーチ市自治体に向けた当学

科の育成プログラムは、最貧困層4万の家庭におよびました。これは女性に

対し、地域の医療補助員になるためだけでなく、母親として子供の健康管

理ができるように教育訓練するものです。当学科は大学で学生対象のセミ

ナーを開き、性と生殖に関する健康、HIVエイズ、ドラッグ、飲酒についての

教育もほどこしています。

苦痛緩和のための在宅介護

在宅介護科では、終末期の患者、特に通院が出来ない患者や苦痛の除去を必要と

する患者たちに対して、愛のこもった介護を実施しています。在宅介護を担当する部

署は、患者への医療行為に加えて、家族全体に対する在宅での精神的サポートをす

べて無料にしています。

この診療科は1999年に設立され、毎年75,000人の患者を無料で治療してきました。

大部分の病院では、このようなサービスを提供することは経済的な面から、消極的に

ならざるを得ません。
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アムリタプリでは、沿岸8村の住民とともにアムリタプリの居住者および来

訪者に基本的な医療を施します。これまで8000人を受付けました。数人

の高齢患者にとってはここが住まいです。アシュラムの医師たちは、通い

の専門家の支援を受け、遠隔医療を利用してエイムズに照会もできま

す。

マイソールでは50床の一般病院を開く予定で、その第一工程が完了

し、15床のベッド利用が可能になりました。当院ではボガディ地域の貧し

い村人100人以上に診療手当てをおこない、あるいはエイムズを通じて

遠隔医療措置をとりました。

ケーララ州内の
病院

アムリタ・クリパ病院
（カルペッタ）

この病院は、遠隔地に住む農業労働者など、ケーララ州の最も貧しい人々に対して、医療サービスを無料で提供しています。患者

の多くが、便利な施設などほとんどない部族民の村のコミュニティに属し、外来患者向けの診療所は、一日に100人もの患者が訪れ

ます。またエイムズ病院と医療通信で結ばれたことにより、こうした貧しい地域にも最新鋭の医療がもたらされることになりました。医者

は、へき地にある部族の集落をジープや徒歩で定期的に訪れ、村人の健康上の問題を配慮するのみならず、彼らの生活の質を向

上させるための支援も行います。

アムリタ・クリパ病院
（アムリタプリ＆マイソール）

アムリタ病院
（パンパ）

南インドで有名な山の上の巡礼地、シャバリマラの近くで、24時

間体制の医療サービスを提供しています。25床の病院は、毎

年寺院を訪れる何千人もの巡礼者たちに無料で診察を行いま

す。完全装備の救急車２台と、心臓の専門医を含む15名の医

師団、及びエイムズと接続した遠隔医療も整備されています。

医療

訓練プログラムの第一期生たち

アムリタ・クリパ病院（アムリタプリ）




